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１．研究成果
目的
岡山大学農学部附属山陽圏フィールド科学センタ
ー津高牧場は開設されてから30年ほどを経て，飼養
されている繁殖雌牛の中には脂肪交雑基準の育種価
が岡山県内で最高となるなど，高い能力を持つ個体
が作出されつつあるが，今後は個別にあらわれた改
良の成果を集団全体に広げることが重要であると考
えられる。
この集団に対する研究は，松本ら（2005）が，体
尺形質に影響をあたえる環境要因について分析し，
血統個体の効果，除角時の選抜の効果が大きいこと
および母牛の６産目の効果が子牛の成長に好効果を
もたらすなど興味深い結果を明らかにした。その後，
松本ら（2006）は体尺測定値に関する遺伝的パラメ
ータについて推定し，中程度から高い遺伝率および
体尺測定値間の高い遺伝相関について報告してい
る。このように体尺測定値における遺伝率推定値は，
様々な集団に対して数多く報告されている。黒毛和
種においても，直接検定時の体尺測定記録における
遺伝率推定値など，いくつかの報告値（Shojo et al.,
2005）がある。しかし，増加量に関係する遺伝的パ
ラメータの推定は，一日平均増体量や離乳後増体量
など，体重における増加量に関係する遺伝的パラメ
ータの推定は広く行われているが，体尺測定記録に
おける増加量に関する遺伝的パラメータの報告例は
ない。そこで本研究では，体尺測定記録および体重
の記録における遺伝率，遺伝相関および表現型相関
を推定した。
材料および方法
分析に用いたデータは，1976年から2006年までの
31年間に津高牧場で毎月集積された黒毛和種集団
868頭（雄牛23頭，雌牛417頭，去勢牛428頭）にお
ける体尺測定記録および体重の記録，合計357回の
記録を用いた。分析にはVCEプログラムver.5.1.2
（2003）を利用した。分析に用いた形質は体高（cm），
十字部高（cm），体長（cm），胸深（cm），胸幅
（cm），腰角幅（cm）， 幅（cm），座骨幅（cm），
尻長（cm），胸囲（cm）および管囲（cm），そして
体重（kg）の４ヶ月齢時および８ヶ月齢時のそれ
ぞれの一日平均増体尺量および一日平均増体量，増
体尺量および増体量，また，８ヶ月齢時には離乳時
からの一日平均増体尺量および一日平均増体量，増
体尺量および増体量を加え，計24形質を分析に用い
た。各形質の略号を表１に示す。
分析には以下の統計モデルを用いた。
yijk＝aijk＋Xi＋Yj＋b1（Aijk－A）＋b2（Aijk－A）2＋eijk
ここで，yijk＝各形質の観測値，aijk＝個体の相加的
遺伝子効果の変量効果，Xi＝i番目の性の母数効果，
Yj＝j番目の同期群の母数効果，b1, b2＝１次および２
次の偏回帰係数，Aijk＝産次数および測定時日齢の
共変量，A＝産次数および測定時日齢の共変量の平
均， eijk＝変量残差である。
結果および考察
１. 遺伝率
生時から４ヶ月齢，生時から８ヶ月齢および離乳
時から８ヶ月齢までの増体尺量および増体量におけ
る遺伝率推定値を表２に示す。生時から４ヶ月齢，
生時から８ヶ月齢および離乳時から８ヶ月齢までの
すべての期間においてほとんどの増体尺量の遺伝率
推定値は，ゼロに近い推定値または低い推定値とな
った。しかし，増体量における遺伝率推定値は，生
時から４ヶ月齢，生時から８ヶ月齢および離乳時か
ら８ヶ月齢までの期間でそれぞれ，0.37，0.57および
0.38と中程度からやや低い推定値となり，改良に利用
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形質 英名 略号 
表１　図表に用いた略号 
増体高量 Withers height gain WHＧ 
増十字部高量 Hip height gain HHＧ 
増体長量 Body length gain BLＧ 
増胸深量 Chest depth gain CDＧ 
増胸幅量 Chest width gain CWＧ 
増腰角幅量 Hip width gain HWＧ 
増　幅量 Thurl width gain TWＧ 
増座骨幅量 Pin bone width gain PBWＧ 
増尻長量 Rump length gain RLＧ 
増胸囲量 Heart grith gain HGＧ 
増菅囲量 Cannon circumference gain CCＧ 
増体量 Body weight gain BWＧ 
一日平均増体高量 Average withers height gain AWHＧ 
一日平均増十字部高量 Average hip height gain AHHＧ 
一日平均増体長量 Average body length gain ABLＧ 
一日平均増胸深量 Average chest depth gain ACDＧ 
一日平均増胸幅量 Average chest width gain ACWＧ 
一日平均増腰角幅量 Average hip width gain AHWＧ 
一日平均増　幅量 Average thurl width gain ATWＧ 
一日平均増座骨幅量 Average pin bone width gain APBWＧ 
一日平均増尻長量 Average rump length gain ARLＧ 
一日平均増胸囲量 Average heart grith gain AHGＧ 
一日平均増菅囲量 Average cannon circumference gain ACCＧ 
一日平均増体量 Dairy gain DＧ 
離乳後増体量 Post weaning gain PWG
WHG HHG BLG CDG CWG HWG TWG PBWG RLG HGG CCG BWG
４ヶ月齢 
遺伝率 0.28 0.16 0.17 0.28 0.07 0.32 0.12 0.10 0.21 0.16 0.26 0.37
標準誤差 ±0.06 ±0.05 ±0.06 ±0.06 ±0.06 ±0.07 ±0.05 ±0.05 ±0.06 ±0.06 ±0.05 ±0.08
８ヶ月齢 
遺伝率 0.26 0.16 0.11 0.20 0.20 0.28 0.05 0.00 0.22 0.28 0.21 0.57
標準誤差 ±0.06 ±0.06 ±0.06 ±0.07 ±0.06 ±0.07 ±0.04 ±0.00 ±0.07 ±0.07 ±0.07 ±0.06
離乳時から８ヶ月齢まで 
遺伝率 0.00 0.03 0.00 0.14 0.09 0.17 0.16 0.18 0.12 0.14 0.13 0.38
標準誤差 ±0.00 ±0.03 ±0.02 ±0.06 ±0.04 ±0.05 ±0.05 ±0.06 ±0.05 ±0.06 ±0.05 ±0.05
表２　４ヶ月齢，８ヶ月齢および離乳時から８ヶ月齢までの増体尺量および増体量における遺伝率推定値 
できる可能性が示された。増体尺量については，低
い遺伝率推定値が得られたことから，今後より多く
のデータを用い推定を行う必要があると考えられる。
生時から４ヶ月齢，生時から８ヶ月齢および離乳
時から８ヶ月齢までの一日平均増体尺量および一日
平均増体量における遺伝率推定値を表３に示す。生
時から４ヶ月齢の一日平均増体量の遺伝率推定値は
0.50と報告値平均の0.26（Koots et al., 1994）よりも
高い推定値となり，好ましい結果となった。しかし，
一日平均増体尺量の推定値は総じて，対応する増体
尺量の遺伝率推定値よりも低い値となった。この原
因として，一日平均増体尺量は一日あたりどれだけ
増加したかを示し，体尺測定値では一日あたりの増
加が非常に少ないため，結果として一日平均増体尺
量が非常に小さい値となり，推定過程における数値
の調整の影響が大きくなるといったことが考えられ
る。また，８ヶ月齢の一日平均増体量の遺伝率推定
値は0.36と報告値の0.40（Shojo et al., 2005）と同程
度の推定結果となった。また，８ヶ月齢の一日平均
増体尺量の遺伝率推定値は４ヶ月齢と異なり増体尺
量の推定値より大きい推定値となる形質がいくつか
見られた。今回の推定においては母性効果の考慮が
できず，この結果は，４ヶ月齢よりも８ヶ月齢のほ
うが母性効果の影響が小さいことによるかもしれな
いと考えられる。
離乳時から８ヶ月齢までの一日平均増体尺量にお
いても，ほとんどの形質で低い推定値もしくはほぼ
ゼロの推定値となり，増体尺量との比較においても
ほとんど違いは見られなかった。このことは，離乳
後から８ヶ月齢までの一日平均増体尺量は生時から
４ヶ月齢と同様に短い期間による形質であり，この
測定間隔の短さ，およびデータの数が４ヶ月齢より
も少ないことが原因として考えられた。
２. 遺伝相関，表現型相関
４ヶ月齢時の増体尺量および増体量と８ヶ月齢時
の対応する形質の増体尺量および増体量，一日平均
増体尺量および一日平均増体量，そして体尺測定値
間の相関を表４に示す。４ヶ月齢時の増体尺量およ
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AWHG AHHG ABLG ACDG ACWG AHWG ATWG APBWG ARLG AHGG ACCG DG
４ヶ月齢 
遺伝率 0.07 0.04 0.13 0.23 0.07 0.17 0.11 0.08 0.05 0.08 0.20 0.50
標準誤差 ±0.04 ±0.03 ±0.05 ±0.05 ±0.06 ±0.05 ±0.04 ±0.06 ±0.03 ±0.04 ±0.06 ±0.07
８ヶ月齢 
遺伝率 0.48 0.22 0.21 0.14 0.34 0.34 0.08 0.02 0.21 0.23 0.10 0.36
標準誤差 ±0.08 ±0.16 ±0.08 ±0.06 ±0.05 ±0.06 ±0.04 ±0.03 ±0.07 ±0.06 ±0.05 ±0.08
離乳時から８ヶ月齢まで 
遺伝率 0.11 0.03 0.00 0.66 0.17 0.18 0.00 0.00 0.11 0.20 0.00 0.14
標準誤差 ±0.03 ±0.03 ±0.00 ±0.05 ±0.05 ±0.05 ±0.00 ±0.00 ±0.03 ±0.04 ±0.00 ±0.03
表３　４ヶ月齢，８ヶ月齢および離乳時から８ヶ月齢までの一日平均増体尺量および一日平均増体量における遺伝率推定値 
（PWG） 
WH HH BL CD CW HW TW PBW RL HG CC BW
４ヶ月齢と８ヶ月齢の対応する増体尺量間の相関 
遺伝率 － 0.96 0.97 0.85 0.52 0.82 1.00 － 0.99 0.87 0.98 0.87
標準誤差 － ±0.05 ±0.06 ±0.08 ±0.24 ±0.06 ±0.00 － ±0.03 ±0.07 ±0.04  ±0.06
表現型相関 － 0.75 0.74 0.66 0.46 0.68 0.69 － 0.75 0.74 0.68 0.78
４ヶ月齢の増体尺量と８ヶ月齢の対応する一日平均増体尺量間の相関 
遺伝率 － 1.00 0.96 0.85 0.49 0.83 0.96 － 0.95 0.96 1.00 1.00
標準誤差 － ±0.00 ±0.10 ±0.09 ±0.21 ±0.07 ±0.09 － ±0.05 ±0.07 ±0.00 ±0.04
表現型相関 － 0.50 0.61 0.46 0.40 0.57 0.55 － 0.54 0.49 0.46 0.68
４ヶ月齢の増体尺量と８ヶ月齢の対応する体尺測定値間の相関 
遺伝率 0.42 0.42 0.71 0.23 0.12 0.57 0.21 0.58 0.71 0.49 0.32 0.91
標準誤差 ±0.14 ±0.16 ±0.14 ±0.18 ±0.25 ±0.12 ±0.20 ±0.28 ±0.11 ±0.17 ±0.12 ±0.08
表現型相関 0.29 0.20 0.27 0.13 0.12 0.42 0.23 0.29 0.36 0.30 0.23 0.66
表４　４ヶ月齢時の増体尺量および増体量と８ヶ月齢時の対応する形質の増体尺量および増体量，一日平均増体尺量および 
　　　一日平均増体量および体尺測定値間の相関推定値 
－：推定できなかった.
び増体量とそれらに対応する８ヶ月齢時の増体尺量
および増体量，一日平均増体尺量および一日平均増
体量間の遺伝相関推定値は，推定できなかった体高
と座骨幅および胸幅を除くと，遺伝相関推定値がほ
ぼ１となり精度に疑問の残る結果となった。また，
４ヶ月齢時の増体尺量とそれに対応する８ヶ月齢時
の体尺測定値間の遺伝相関推定値は0.12から0.91と
幅広い推定値となったが，中程度からやや高い推定
値が多く，４ヶ月齢時の増体尺量および増体量にお
ける改良は対応する８ヶ月齢時の形質に対する改良
の効果が期待できる可能性を示した。しかし，８ヶ
月齢時の増体尺量および増体量，一日平均増体尺量
および一日平均増体量に対する推定の精度に疑問が
残った結果を考慮すると，４ヶ月齢時の増体尺量お
よび増体量における改良は，今後データの数が増え
た段階で再検討する必要があると考えられる。
また，生時から４ヶ月齢時の増体尺量と生時から
８ヶ月齢時の増体量，一日平均増体量および体重間
の相関を表５に示す。生時から４ヶ月齢時の増体尺
量と生時から８ヶ月齢時の増体量，一日平均増体量
および体重間の遺伝相関推定値は，増胸幅量および
増管囲量と体重を除きすべての形質で正の遺伝相関
推定値となった。この結果より，４ヶ月齢時の増体
尺量における改良は生時から８ヶ月齢時の増体量，
一日平均増体量および体重に対しても改良の効果が
期待できる可能性を示したが，上記の８ヶ月齢時に
対応する形質の増体尺量，一日平均増体尺量および
体尺測定値の結果を考慮する必要があり，標準誤差
が大きい遺伝相関推定値もあることから，今後更な
る検討が必要であると考えられる。
結論
増体量や一日平均増体量の遺伝率推定値は，中程
度の推定値となり，改良に重要な形質であることが
明らかとなった。一方，増体尺量や一日平均増体尺
量の遺伝率は低く推定され，本研究結果から改良形
質に含めることは困難であることが判明した。今後，
測定値が蓄積された段階で，再度検討することが必
要であると考えられる。
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WH HH BL CD CW HW TW PBW RL HG CC
４ヶ月齢の増体尺量と８ヶ月齢の増体量間の相関 
遺伝率 0.40 0.42 0.80 0.71 0.64 0.78 0.86 0.87 0.69 0.81 0.17
標準誤差 ±0.13 ±0.15 ±0.08 ±0.09 ±0.20 ±0.08 ±0.09 ±0.15 ±0.09 ±0.10 ±0.13
表現型相関 0.41 0.41 0.51 0.43 0.33 0.60 0.53 0.44 0.50 0.58 0.35
４ヶ月齢の増体尺量と８ヶ月齢の一日平均増体量間の相関 
遺伝率 0.42 0.49 0.61 0.82 0.38 0.62 0.93 0.69 0.77 0.64 0.18
標準誤差 ±0.16 ±0.17 ±0.16 ±0.12 ±0.33 ±0.16 ±0.15 ±0.30 ±0.11 ±0.20 ±0.17
表現型相関 0.30 0.30 0.33 0.29 0.15 0.42 0.37 0.27 0.38 0.33 0.26
４ヶ月齢の増体尺量と８ヶ月齢の体重間の相関 
遺伝率 0.26 0.34 0.66 0.48 －0.23 0.48 0.78 0.83 0.61 0.32 －0.01
標準誤差 ±0.18 ±0.21 ±0.14 ±0.17 ±0.33 ±0.14 ±0.14 ±0.24 ±0.13 ±0.21 ±0.20
表現型相関 0.29 0.26 0.30 0.27 0.11 0.36 0.31 0.25 0.33 0.28 0.23
表５　４ヶ月齢時の増体尺量と８ヶ月齢時の増体量，一日平均増体量および体重間の相関推定値 
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（１）クロッピングシステム部門
担当者：山本　昭・酒井富美子
１）新規作目の導入（丹波黒・メロン）
２）高設ベッドによる育苗法―自動灌水と液肥施
用
３）高設ベッドによるツル性野菜栽培
４）ビニルハウス群の集中管理システム
５）温室内育苗ミニハウス―廃材パイプ活用によ
る組み立て―
（２）汎用耕地部門
担当者：多田正人
１）水稲栽培における緩効性窒素肥料の肥効試験
２）水田の地力向上に対する生わら連用の効果
３）八浜水田におけるカキ殻部分への肥効試験
（３）装置化生産部門
iii 果樹部
担当者：近藤毅典・宮地大輔
１）教育・研究用果樹の管理法
２）果樹の特性，作業能率，労力の軽減を考え
た落葉果樹の栽培
ii 野菜・花卉部
担当者：山奥隆
１）少量培地によるトマトの養液栽培
２）イチゴ栽培における糖度の向上と収量の安
定化
３）スイカの省力栽培
（４）山地畜産部門
担当者：野久保隆・稲井文代
１）山地畜産開発による肉用牛の生産技術
２）受精卵移植技術を用いた岡山和牛の改良
３）放牧草地における集約的利用管理技術
４）放牧による野草地の省力管理技術
２．技術部の研究継続課題
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３．センターを利用した研究課題一覧
研         究         課         題　　　 　　　　　　　　　　　利用コース等（学部） 
果実の軟化機構に関する研究 
モモ‘清水白桃’の落果抑制に及ぼすジベレリン処理の影響 
モモの赤肉果における細胞壁成分について 
遮光処理がモモ‘清水白桃’の生理的落果と種子発育に及ぼす影響 
四倍体ブドウ3 品種の無核果率と果実品質に及ぼすジベレリン処理
の影響 
四倍体ブドウの花芽分化の特徴および花芽分化に及ぼす栽培条件の
影響 
ブドウの芽における休眠現象の人為的制御 
ブドウの芽における休眠の導入と覚醒について 
気温上昇が作物の生育収量におよぼす影響 
ダイズの有機栽培に関する研究 
ダイズの耐倒伏性における品種間差異 
シンク／ソース比の違いがダイズの莢先熟発生におよぼす影響 
早晩性の違いが水稲の窒素利用効率におよぼす影響 
気温上昇が水稲の白未熟粒発生と食味におよぼす影響 
時期別高温処理が水稲の白未熟粒発生におよぼす影響 
施肥方法の違いがコムギの生育収量，子実タンパク質含有率におよ
ぼす影響 
日射比例給液制御による果菜類の養液栽培技術確立 
ナス科野菜のCa栄養に関する研究 
根域制限による養水分ストレスがトマト果実の品質と成熟に及ぼす
影響 
イチゴの「心止まり」発生に関する研究 
イチゴの花芽分化に関する研究 
イチゴ花弁の老化と離脱に関する研究 
イチゴ果実の発育と着色に関する研究 
イチゴの果実着色関連形質の遺伝に関する研究 
津高牧場生産子牛の初期成長形質に関する研究 
津高牧場生産肥育牛の格付成績に関する研究 
水禽類の産肉性と肉質の評価 
アヒル－アヒル水稲同時作に関する研究 
養分循環型家畜生産に関する研究 
有機畜産に関する研究 
新規発情同期化技術の開発に関する研究 
哺乳類の血液に関する比較生理学的研究 
地表面熱収支・水収支連続測定荷関する研究 
酸性雨の実態と原因物質の輸送プロセスの研究 
水田での微気象・二酸化炭素・水蒸気フラックスの測定に関する研
究 
堆肥由来ポリエステル分解菌の検索に関する研究 
応用植物科学（農） 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
応用動物科学（農） 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
地球物質循環学（理） 
〃 
環境管理工学（環理） 
 
環境反応解析（資） 
（１）著書・雑誌など
及川卓郎：新獣医学辞典，新獣医学辞典編集委員会
編，チクサン出版社．
岸田芳朗：ウシの品種，ニュ－ジ－ランド百科事典
（ニュ－ジ－ランド学会編），26-27，春風社，
東京．
岸田芳朗：草地農業，ニュ－ジ－ランド百科事典
（ニュ－ジ－ランド学会編），178-179，春風社，
東京．
岸田芳朗：電気牧柵，ニュ－ジ－ランド百科事典
（ニュ－ジ－ランド学会編），219，春風社東京．
岸田芳朗：ヒツジの品種，ニュ－ジ－ランド百科事
典（ニュ－ジ－ランド学会編），219，春風社，
東京．
（２）原著論文
大江和泉・松江勇次・齊藤邦行・黒田俊郎：気温上
昇が水稲の玄米外観品質，食味と理化学的特性
におよぼす影響．岡山大学農学部学術報告，96，
13-18．
齊藤邦行・平田和生・柏木揚子：ダイズの花房次位
別着莢に及ぼす畦間と栽植密度の影響．日本作
物学会紀事，76，204-211．
大江和泉・上郷玲子・城さやか・倉橋崇之・齊藤邦
行・黒田俊郎：気温上昇がダイズの開花結莢，
乾物生産と子実収量に及ぼす影響．日本作物学
会紀事，76，433-444．
Oh-e, I., Saitoh, K. and Kuroda T.: Effects of high
temperature on growth, yield and dry-matter
production of rice grown in the paddy field. Plant
Production Science, 10，412-422．
Hoque, M. A., K., Kadowaki, H., Shibata, T., Oikawa,
T. and Suzuki: Genetic parameters for measures
of the efficiency of gain of boars and the genetic
relationships with its component traits in Duroc
pigs. Journal of Animal Science 85:1873-1879.
Hoque, M. A., Arthur, P. F., Hiramoto, K., Gilmour,
A. R. and Oikawa, T.: Variance components due
to direct genetic, maternal genetic and
permanent environmental effect for growth and
feed efficiency traits in young male Japanese
Black cattle. Journal of Animal Breeding and
Genetics 124: 102-107.
Hoque, M. A., Suzuki, K., Kadowaki, H., Shibata, T.
and Oikawa, T.: Genetic parameters for feed
efficiency traits and their relationships with
growth and carcass traits in Duroc pigs. Journal
of Animal Breeding and Genetics 124: 108-116.
Hoque, M. A., Suzuki, K. and Oikawa, K.: Maternal
and direct genetic effects on variance
components estimation for economic traits in
Japanese Black cattle. Tohoku. Journal of
Agricultural Research 58:77-88.
松本幸実・野久保隆・稲井文代・岸田芳朗・富山雅
光・及川卓郎：津高牧場生産和牛における初期
成長能力の遺伝的パラメータ.岡山大学農学部
センター報告 29:9-12.
（３）報告書他
Oh-e, I., Saitoh, K. and Kuroda T.: Effects of rising
temperature on growth, yield and grain quality of
rice grown in the paddy field -Five years
experiment using temperature gradient chamber.
Proceedings of the 2nd International Conference
on Rice for the Future, Bangkok, 21-27．
岸田芳朗：21世紀へ明るい農の襷を繋いだブドウ農
家－岡山県岡山市の上松農園－，農業，大日本
農会，1491，49-53
岸田芳朗：楽しみながら取り組めるカモの0日齢放
飼技術の考え方と実践例，第17回全国合鴨フォ
ーラム茨城大会資料集，44-49
岸田芳朗：探し出したカモ米とカモ肉の流通と販
路－おかやま合鴨水稲会の事例から－，第17回
全国合鴨フォーラム茨城大会資料集，50-53
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４．センターを利用した研究の著書・原著論文・報告書・口頭
発表一覧
岸田芳朗：岡山大学方式的稲鴨共作－零日齢放鴨技
木的研究与実践，中日農業先進実用技術普及会
推介技木要旨，15-18（中国語）
岸田芳朗：誰が私たちの農と食を担うのか，食農ね
っと通信，10，1-5．
岸田芳朗：地域の農と食も捨てたもんじゃないぞ－
原動力は農業関係者と生活者の共生－，食農ね
っと通信，11，1-3．
沈暁昆，岸田芳朗，載図成，張倍華，王強盛，謝桐
洲：稲鴨共作省力高枚新技術－0日齢放飼－，
中国家禽月刊，24，44．（中国語）
（４）口頭発表（ポスター発表を含む）
吉田裕一・中山雄介：促成栽培イチゴにおける心止
まり発生の品種間差異について，園芸学会平成
19年度秋季大会（高松市，2007.9.29-30）6（別
2）: 163
吉田裕一・本村　翔：採苗時期とクラウンの深さが
イチゴの花芽分化と開花に及ぼす影響，園芸学
会平成19年度秋季大会（高松市，2007.9.29-30）
6（別2）: 164
吉田裕一・山東寛昭：イチゴの循環式養液栽培にお
ける培養液中K，Ca，Mg の好適濃度について，
園芸学会平成19年度秋季大会（高松市，2007.
9. 29-30）6（別2）: 285
齊藤邦行・村上倫啓：１０種作物の器官別成長効率
の比較，日本作物学会第223回講演会（茨城大
学），日本作物学会紀事 76(別1)，126-127．
齊藤邦行・檀野祐亮：異なる施肥条件下における水
稲品種の窒素利用効率－日本晴とタカナリの比
較－，日本作物学会第224回講演会（金沢大学），
日本作物学会紀事 76(別2)，28-29．
大江和泉・六信翔・齊藤邦行・黒田俊郎：登熟期の
気温上昇がコムギの生育収量におよぼす影響，
日本作物学会中国支部研究集録48号，8-9．
Tomiyama, M., Oikawa, T., Kanetani, T., and Mori,
H.: Estimates of genetic relationship among
traits of growth, meat productivity and the
number of teats during post weaning period in
purebred Berkshire. The EAAP 58the annual
meeting, Dublin 2007:83
Yasuda, K. and Oikawa, T.: Construction of a
numerator relationship matrix and its inverse
including genetically identical animals for mixed
model analysis The EAAP 58the annual meeting,
Dublin 2007:97
松本幸実・平井雄一郎・及川卓郎・平本圭二・富山
雅光：岡山県における黒毛和種の産肉能力の現
状とその遺伝的パラメータの推定，日本畜産学
会第108回大会
安田和央・及川卓郎：同一の遺伝子を持つ個体を考
慮した分子血縁行列の混合モデル式への組み込
み，日本畜産学会第108回大会
富山雅光・及川卓郎・金谷健史・森尚之：岡山県の
バークシャー種における離乳後の成長形質およ
び産肉形質間の遺伝的関係，日本畜産学会第
108回大会
松本幸実・及川卓郎・野久保隆・富山雅光：黒毛和
種子牛の初期成長能力に関する遺伝的パラメー
タの推定,第57回大会関西畜産学会大会
Hoque, M. A., Suzuki, K. and Oikawa, K.: Genetic
parameters for carcass traits and their genetic
relationships with feed efficiency traits in Duroc
pigs. Journal of Animal Science, 85, Supplement
1 W47.
N. Katayama, M. Yamashita, Y. Kishida, Chung-Chu
Liu, C. Van Hove, I. watanabe, H. Wada, and
Space Agriculture Task Force; Azolla as a Dish
of Space Diet for Habitation on Mars, Humans in
Space Symposium, Beijing．
岸田芳朗・佐藤恵美・西野直樹：合鴨農法に導入し
た異なるカモ類の生産性と肉質，第8回日本有
機農業学会資料集，11-13．
北川正史・倉藤祐輝・尾頃敦朗・小野俊朗・福田文
夫・久保田尚浩：ブドウ‘ピオーネ’の花芽分
化の特徴と花芽分化に及ぼす栽培条件の影響，
園芸学会中四国支部研究発表要旨，46，16．
福田文夫・鈴木亜季・久保田尚浩：モモにおける種
子への傷害ならびにジベレリン注入処理が落果
に及ぼす影響，園芸学会中四国支部研究発表要
旨，46，19．
福田文夫・今任公象・久保田尚浩：モモ‘清水白桃’
の落果抑制に及ぼす果実へのGA浸漬の影響，
園芸学研究，6別2，148．
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久保田尚浩・ポジャナピモン C.・藤井雄一郎・功
刀幸博・小林和司・山下裕・藤島宏之・小野俊
朗・倉藤祐輝・尾頃敦朗・福田文夫：栽植地の
異なるブドウ‘巨峰’と‘ピオーネ’の挿し穂
における低温遭遇量と休眠打破との関係，園学
研究，6別2，459．
ポジャナピモン C.・藤岡奈津子・福田文夫・久保
田尚浩：ブドウの芽における休眠導入の要因と
休眠期の生理的変化について，園芸学研究，6
別2，460．
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